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令和２年第２４回（定例）高砂市教育委員会 会議録 

 

日時 

 令和２年１１月２６日午後１時００分 

 

場所 

高砂市役所南庁舎２階会議室２ 

 

出席者 

 衣笠教育長、山名委員、吉田委員、神尾委員、布施委員 

 

出席事務局職員 

 永安教育部長、阿部教育推進室長、赤松学校教育室長、矢野学校教育室学校教育課長、 

 横山学校教育室学校教育課主幹、北野教育推進室教育総務課長、 

中野教育推進室生涯学習課長、高橋学校教育室学務課長、後藤中央公民館長、     

 横道教育センター所長、菅野こども未来部幼児保育課副課長 

 

本日の会議に付した事件 

議案 

 １ 令和３年度高砂市立小・中学校教職員異動方針について 

 ２ 令和３年度高砂市立幼稚園教職員異動方針について 

 

報告事項 

 １ 令和２年度（令和元年度対象）高砂市教育委員会点検・評価報告書について 

 ２ 高砂市教育委員会事業後援について 

 

その他 

 １ １２月行事予定について 
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---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項１ 令和３年度高砂市立小・中学校教職員異動方針について 

 

○事務局  （協議事項１について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問、御意見ございますか。 

○委員   キャリアステージに応じた実践的指導力育成の観点からと書かれていますが、ど

ういうことを想定して書かれたのですか。 

○事務局  近年、新採用２年目、３年目の教師が増えております。県では５年目までの教師

を第１期、６年目から20年目の教師を第２期、そして21年目以降を第３期という

様にキャリアステージを分けているのですが、そのバランスを考えて、第１期に

当たる若手教員をしっかり指導できる教員をバランスよく配置するということ

を進めていくということになります。それに当たって、経験年数が３年以上にな

る者は異動の対象としてバランスを保っていくということで考えております。 

○委員   はい、わかりました。 

○委員   提案します。いつも人事異動のときに言っているのですが、中学校６校をＡＢＣ

の３ブロックに分けていて、Ａ同士、Ｂ同士、Ｃ同士の中では異動は原則しない

という形を、もう７、８年していると思うのです。どうしても流れが限られ、偏

りを感じるのです。今のキャリアステージに置いたという説明を聞いても、こう

いう１つの枠組みをつくってしまうと交流しにくい。全体のバランスを優先させ

たほうがいいのかなと思います。あと、基本方針の中にも、教育活動の活性化だ

とか、構成の適正化を図る等大きな文言があるわけですけれども、ブロック制に

よって硬直化しているのではという気がしていますので、ブロック制をやめたほ

うがいいと思います。そろそろ変更するようなことは考えていますか。 

○教育長  ブロック制をやめて、希望もあまり考慮しないという意味ですか。 

○委員   異動希望調査は以前も取っておりましたし、そこは全く一緒で、ただＡＢＣのブ

ロックを取払う。そうすると、色々なバランスがとれて、異動がしやすいと思い

ます。 

○教育長  学校名で希望をしていただくということですか。 

○委員   そうなりますね。今は希望ブロックの基本調査になっています。以前は学校名で

書いておりました。 

○教育長  休憩中にブロック制についてと、教師に異動の希望を取っての異動の在り方に

ついて色々御意見をいただきました。その中で、教師に希望を書いていただい

て、希望にかなわなかったとしても、新天地の学校で意欲を持って子供に向か

い合っていただいくということをしっかりと踏まえて、教育委員会の押しつけ

ではなく、校長先生と連携して、気持ちよく異動ができるような形で３年度に

ついても行ってまいりたいと思います。それから、異動方針の中にもう少し具

体的なものを入れるということも、昨年も御意見をいただいたと思いますの
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で、検討していきたいと思います。今回、新しい言葉で何箇所か入っている部

分もありますけど、そこは入れさせていただいて、あとのことにつきまして

は、去年もそのまま見送りになる形になってしまったのですけど、今回もう少

し踏み込んで考えていくということでよろしいですか。 

○事務局  賜った意見を参考にさせていただきます。反映できるところは反映させていくと

いうことで進めさせていただきます。検討するのは、異動希望をはっきり書ける

ような形にできるのかどうか、課内で相談させていただきたいと考えています。 

○教育長  今日は異動方針ということで大枠しか示していませんが、これに基づいて、先生

方に希望を書いていただく書類があるのですが、そこにも今日いただいた御意見

も反映させていただいて、自分の力を発揮するようなことを具体的に書いていた

だくこともお願いをしながら進めてまいりたいと思います。では、これで御承認

いただいたということで、具体的な人事異動の案につきましては改めて提案させ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項２ 令和３年度高砂市立幼稚園教職員異動方針について 

 

○事務局  （協議事項２について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問はございますか。 

○委員   「地域間の交流を進めるとともに」という文言は、削らないといけない理由はあ

るのですか。 

○事務局  以前は幼稚園の地域間交流、そういう地域間同士の異動が幼稚園の間ではなくな

ってしまいましたので、そこを省かせていただいたということになります。 

○委員   「地域間の交流を進めるとともに」という文言からは、その幼稚園間のというの

が読み取れません。幼稚園が１つしかなくなるから交流がなくなるのだというこ

となのでしょうけど、これをあえて文章を変えなければいけない理由ってあるの

かなと思います。 

○教育長  基本方針の文章、本年度変更している部分の表現について指摘がありましたけ

ど、事務局はどうですか。そこを取る必要ないのではないかというご意見です

けど。 

○事務局  そうですね。幼稚園は１園になったのですけれども、認定こども園や保育所等と

の地域間の交流も含まれてきますので、元に戻して入れさせていただこうかと考

えております。 

○教育長  では、そこのところは特に変えずに、「地域間の交流」という言葉を残した形で３

年度の方針もいくということでいいですか。 

○事務局  はい。 

○委員  交流というのは、こども園との人事交流はあるのだから、この文章的には残しても

いいのではと思います。地域間が何を示しているかというと、幼稚園同士という
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のではなくて全体の地域、地域とともにということだったら、消す必要もないか

と思います。 

○教育長  よろしいですか。特に２年度の異動方針のままでもいいのではないかということ

です。そしたら、そういう御意見ですので、そこの「地域間の交流を進める」と

いうところを取らずに、そのまま残した形での異動方針ということでお願いしま

す。では、この議案の２つ目の幼稚園の教職員の異動方針についても御承認いた

だいたということで、よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項１ 令和２年度（令和元年度対象）高砂市教育委員会点検・評価報告書に

ついて 

 

○事務局  （報告事項１について説明） 

○教育長  説明は終わりました。令和元年度が対象ですから、今とは若干状況が違うところ

もありますが、何か御質問、御意見ありましたらお願いします。 

○委員   Ｂ評価のところが何があるかなと見たのですけれども、情報教育推進事業がＢ評

価になっているのですが、見直し改善が必要な事業ということで、具体的にはど

こを見直せとされていますか。ＩＣＴは国のＧＩＧＡスクール構想で予算立てし

て、それに伴ってパソコン関係、タブレット関係の充実だとか、電子黒板だとか、

それに従っていると思うのです。見直し改善と指摘された具体的なところを教え

てください。 

○教育長  元年度の段階では、まだ今のような形で動いていない状況でしたので、もう少し

ＧＩＧＡスクール構想に基づいて一層充実する必要があるのではないかと。電子

黒板等も今は全クラス入っていますけど、入ってない時期での評価ですから、そ

の辺を見直してくださいということです。 

○委員   当初の予定に対して、その時点での結果はまだそこまで十分いってなかったので、

さらにそこを推進してくれということですか。 

○教育長  そうだという様に理解しています。 

○事務局  補足させていただきます。タブレットの導入というのは、大分前から構想はして

おりまして、元年度につきましては、まだそれが実現できないというような状況

で、各学校のコンピューター室に40台ということだったので、そこを改善してい

く必要があるという判断でのＢ評価になっております。 

○委員   はい、分かりました。 

○委員   今言われたＩＴ関係は、コロナの関係ですごく劇的な変化があって、充足するよ

うになってきましたが、同じくＢ評価の出ている公民館の老朽化については、今

年度は何か大きな変化はありましたか。 

○教育長  休憩中に、公民館の計画的な修繕等については公共施設の保全計画の中で考え

ていくということでした。また、公民館の活動についての御質問もありました
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ので、公民館活動事業について説明お願いします 

○事務局  公民館の活動につきましては、社会教育施設として公民館を中心に市民の生涯学

習の推進を図るということで、各種登録グループの活動の支援あるいは各種講座

の企画等々を行っております。令和元年度評価につきましてですが、コロナの影

響もあって、特に今年の２月、３月は使用者数が相当減ったものの、そこに至る

までは順調に推移しており、計画した事業は全て予定どおり実施したというとこ

ろでございます。２期計画全体を通じても、公民館の登録グループあるいは利用

者、使用者等々は減ってはきているのですけど、一般貸館の件数は増えてきてい

るというような状況もあります。今後とも幅広い年代層に来館していただけるよ

う、新たな講座等を開設するとともに、自分たちの公民館であり、自分たちが大

事にしていかなければいけないという意識を持っていただきたいということで、

地域との連携を深めていきたいと考えております。そういうところで、今後の方

向性としては拡大させていく事業としております。 

○教育長  ほかに何かございますか。報告させていただいた教育委員会の点検・評価報告書

に関しては御理解いただいたということでよろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項２ 高砂市教育委員会事業後援について 

 

○事務局  （報告事項２について説明） 

○教育長  説明は終わりました。７件の後援承認一覧を見られて、何か御質問がありました

らお願いします。では、７件承認していただいたということですので、よろしく

お願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  その他１ 12月行事予定について 

 

○事務局  （その他１について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問、御意見ございますか。では、これで今日の議

案は終わりですけれども、何か他にあれば。 

                                          

   令和２年１１月２６日 午後２時２４分 教育長会議の閉会を宣告 

                                          

 


